
【 策定にあたってのスケジュール（想定） 】

新計画策定にあたっては，現況の調査や課題分析，施策立案等，ノウハ

ウや専門的知見を要する業務が多く，専門家（コンサル）への委託が必要。

（ ○：市，●法定協議会，☆コンサルタント事業者 ）

【 （仮称）函館市地域公共交通計画とは 】

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が定める法定計画（令

和２年法改正に伴い努力義務化）。

現行計画「函館市地域公共交通網形成計画」（計画期間：H27～R6年度）

に代わる計画として，

・需要に合った路線・ダイヤの再編による市内公共交通の維持・活性化

・本計画の策定が補助の必須要件となった地域交通の国庫補助への対応

・東部地域の運送サービス継続検討に対する国庫補助事業の認定

のために策定が必要となる。

＜ 現計画からの変更点 ＞

・先進技術の活用

・スクールバス等を含めた地域の輸送資源の総動員

・国庫補助対象路線の登載

＜ 策定時期 ＞

東部地域における，路線バスの維持困難路線への対応が急務である

ことから，令和５年度中の計画策定を目指すこととしたい。

（仮称）函館市地域公共交通計画の策定について

【 調査業務の実施イメージ 】

【 実証運行の実施について 】

各種施策の導入可否について検討するため，下記２地域において，実証運行

を計画している。

（令和４年度予定）
西部地区

グリーンスローモビリティによる
地区内移動活性化実証運行

（令和４年度予定）
垣ノ島遺跡

グリーンスローモビリティを用いた
シームレス交通実証運行

[ 参考画像 ]グリーンスローモビリティ

コンサル実施内容

市内交通の現状把握

利用者ニーズの調査

課題整理と分析

施策の提案

ノウハウの発揮 専門的知見

市実施内容

課題解決策の検討 関係機関等の調整

住民との対話 計画書案の調製
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